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には Silux Plus (3M) を，ボンディング材には Scotchbond (3M) を使用した，細胞毒性を評価するために (3HJ
-thymidine (以下， (3HJ -TdR と略す)の細胞への取り込みを液体シンチレーションカウンターにて測定した。得
られた値をネガティブコントロールの値に対する百分率で表したものを (3HJ -TdR取り込み率とし，細胞毒性の指
標とした。







Silux Plus の構成レジンモノマーである。 Bis- GMA と TEGDMA が象牙質を透過し蒸留水中に溶出した濃度を














実験 3: 象牙質を透過した TEGDMA は，コンポジットレジン充填後48時間以内に，チャンバー内の蒸留水中に溶出
した。これに対し， Bis -GMA は充填後7 日目以降，はじめて蒸留水中に確認できた。細胞の (3HJ -TdR 取り込み














また，光重合型コンポジットレジンの細胞毒性には，充填直後では TEGDMAが，時間の経過とともに， Bis -GMA 
が主に関与していることが推測された。
ハU? ?? ?
論文審査の結果の要旨
本研究は，象牙質表面に細胞培養が行えるように，新しく考案した細胞毒性試験法を用いて，光重合型コンポジット
レジンの細胞毒性の発現に及ぼす象牙質の影響を検討したものである。
その結果，コンポジットレジンから溶出してくるモノマーは，その種類により象牙質を透過する量や時聞が異なるこ
とが確認された。また，加齢および麟蝕によって引き起こされる象牙質の性状の変化ならびに象牙質の厚みがコンポジ
ットレジンが細胞毒性に影響を与える重要な因子であることも示された。一方，象牙質前処理によるスミア一層の除去
はレジンの細胞毒性を増強しないことを初めて明かにした。
以上のように，本論文は，従来より論議の対象となっていた光重合型コンポジットレジンの細胞毒性の発現は，象牙
質を介在させた細胞毒性試験法を用いることにより，介在する象牙質の質的および量的条件が大きく関与しているとい
う新たな知見を提示した。このことは，臨床において光重合型コンポジットレジンによる歯髄為害性を防ぐ上でも有益
な示唆を与えるものである。よって本研究は博士(歯学)の学位授与に十分値するものと認める。
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